
































































中巻　p.125〕。四方の調査結果では，第一期の 1690 年では 9％にすぎなかった両班戸が，




























































































千葉商大紀要　第 55 巻　第 2 号（2018 年 3 月）
僧侶の悪行と奢侈が問題となる事件が多発していたからである。また，仏教寺院が所有す
る国土の 8 分の 1〔李成茂 2006 上　p.163〕ともいわれる広大な寺有田は，朝鮮建国の功
臣たちへ分賜する功臣田としても魅力であったし，建国後も政変が起きるたびに新たな功
臣が誕生し，その功臣田の原資が不足していた。
　最初の物的抑仏政策は，第 3 代の太宗で，次いで第 4 代の世宗の二段階に渡って行なわ
れ，世宗代の 1424 年には「2 教派 36 社寺」（後に 1 社追加）に強制的に合派し，減縮し










が復活することがあったことを付加しておかなければならない。第 1 代の太宗，第 4 代の
世宗，第 7 代の世祖は晩年になると仏教信者となり，僧侶の仏教講話を聴くなど王室内で
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「比較的広域の両班層の連帯から門中組織を中心とする親族両班層の連帯への変化」，あ
るいは「両班層の没落・分化過程」としてみることができる。
　粛宗（在位 1674～1720）時代までに 577 の書院が設立されたが，18 世紀に入った頃か
ら抑制策が講じられるようになった。最終的には 1871 年（高宗 8）に，賜額の書院（国
王より額を受け，認定を受けた書院）47 箇所を除いて他の書院は廃止された。
5-2　朝鮮の科挙制度―両班層の再生産機構

















かし，1823 年にも 1 万人に近い大規模な庶孼の上訴があり，庶孼に対する任用・登用に
関する実質的な差別は韓末まで継続した。





































きるだろう。第 1 期の勲旧派と士林派の時代は，建国（1392 年）から 16 世紀前半までで，
中央政界では勲旧派・功臣勢力が優勢で，これに新興の士林派が対立する構図の時代であ
る。第 2 期の朋党と党争の時代は 16 世紀後半から 18 世紀初までで，士林派が政権を掌握
し，さらに士林派が東人，西人へ分裂し，その後も分裂して行くなかで，朋党間での党争，
粛清，官職追放など換局（粛清・官職追放などをともなった政権交代）が繰り返された時
代である。第 3 期の蕩平策の時代は 18 世紀の英祖（在位 1724-76），正祖（1776-1800）
の時代で，国王が対立する朋党間に蕩平策（両党派間の均衡人事）を行なう事によって，
王権の強化を図った時代である。朋党の時代ではあるが，王権が比較的強かった時代であ
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